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は じ め に
「Microsurgery」は日本語では微小外科，
そして中国では顕微外科と呼ばれているが，
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flap の perforator flap を使ってやっていま
す．そのレベルでは整形外科医でもやっていけ
ると思います．大きい flapを thinningして使
うのは，されたら分かると思いますけど，血行
が悪いですよね．僕らは大きいところは血行を
良くすることが大事なので，あまり薄い皮弁は
適応にはならないんじゃないかと思います．な
ので，指だけはやっています．
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